
北九州市の不登校児童生徒の状況等

資 料 １



「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査（文部科学省）」より

長期欠席
児童生徒数

内 訳

不登校 病 気 その他

H30 2,130 938 818 374

R1 2,194 1,094 749 351

R2 3,323 1,233 582 743

R3 4,837 1,530 545 1,480

R4 4,128 1,946 834 991

R5 4,467 2,370 1757 340

北九州市の長期欠席児童生徒数 ［H30年度～R5年度]
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H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

小学校 93 109 162 205 181 261 310 416 610 808

中学校 582 611 660 744 757 833 923 1,114 1,336 1,562

計 675 720 822 949 938 1,094 1,233 1,530 1,946 2,370

「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査（文部科学省）」より

小・中学校ともに増加！
＊全国も同傾向

不登校児童生徒数の推移 ［H26年度～R5年度]
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H30 R5 増加率

小１ 10 45 4.50 倍

小２ 13 69 5.31 倍

小３ 28 117 4.18 倍

小４ 38 137 3.61 倍

小５ 45 192 4.27 倍

小６ 47 248 5.28 倍

中１ 177 383 2.16 倍

中２ 266 553 2.08 倍

中３ 314 626 1.99 倍

「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査（文部科学省）」より

小学校で増加大！「不登校の低年齢化」

不登校児童生徒数の推移 ［H30年度→R5年度：学年別]
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家庭の生活環境の急激な変化
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「児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査（文部科学省）」より

(人)

勉強がはかどらない
分からない…

友だち付き合いが
うまくいかない…

不登校の主な要因 ［R5年度：北九州市]
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登校している 登校している 登校は難しい 登校は難しい

●行き渋りがある
●体調不良を訴える

●教室に入れない
●遅刻欠席が増える

●学校でなければ
外出できる

●人と会える

●外出できない
●人と会えない

◇ 「心の健康観察」
・ １人１台端末を活用して児童生徒の心や体調の変化を把握

◇ スクールカウンセラー（SC）
・ 「心理の専門家（臨床心理士・公認心理士）」による心のケア

◇ スクールソーシャルワーカー（SSW）
・ 「福祉の専門家（社会福祉士・精神保健福祉士）」による生活環境の改善

◇ 北九州市SNS悩み相談
・ WebやSNS（LINE）を活用した悩み相談

児童生徒の状況に応じた支援
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登校している 登校している 登校は難しい 登校は難しい

●行き渋りがある
●体調不良を訴える

●教室に入れない
●遅刻欠席が増える

●学校でなければ
外出できる

●人と会える

●外出できない
●人と会えない

◇ 「校内教育支援室（ステップアップルーム）」
・ 空き教室等を整備して、個別の教育相談や学習支援

◇ 電話や面接による相談
・ 不登校等支援センター・教育支援室（教育委員会）

・ 子ども総合センター・子ども家庭相談コーナー（子ども家庭局）

児童生徒の状況に応じた支援
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登校している 登校している 登校は難しい 登校は難しい

●行き渋りがある
●体調不良を訴える

●教室に入れない
●遅刻欠席が増える

●学校でなければ
外出できる

●人と会える

●外出できない
●人と会えない

◇ 教育支援室（あいおい・かなだ・くろさき・わかぞの）

・ 個別・集団での学習活動に係る個別支援

◇ 民間施設での学び（フリースクール・放課後等デイサービス）

・ 学校等の連携のもと、児童生徒の多様な学びの場の提供

◇ 不登校児童生徒療育キャンプ（ワラビー体験ツアー）

・ 体験活動、仲間との触れ合いの場の提供

児童生徒の状況に応じた支援
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登校している 登校している 登校は難しい 登校は難しい

●行き渋りがある
●体調不良を訴える

●教室に入れない
●遅刻欠席が増える

●学校でなければ
外出できる

●人と会える

●外出できない
●人と会えない

◇ 「未来へのとびらオンライン教育支援室」（みらとび）
・ オンラインによる授業実施・チャットを活用した他者交流

◇ 不登校状態のこどもに寄り添った
次への一歩応援事業（子ども家庭局）

・ 保護者の集いの開催、外出の支援、若者支援機関への接続

児童生徒の状況に応じた支援
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